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要約:

平成15年11月より自家骨髄細胞移植がバージャー病の患者に開始された｡その際患者から不安

が聞かれた｡この原因として､新治療であり様々な思いを抱いているのではないかと考え､その原因

を明らかにするために､治療後の聞き取り調査を行こない､分析した｡その結果､治療前からの強い

痛みに長期間苦しまされ､指先の切断という治療も経験していたため､ボディイメージの障害

が少なさ､管理できなかった痛みの軽減に対する期待感､血管新生に対する期待感から治療自

体に対する不安は聞かれなかった｡しかし､一般的な手術に対する不安に加え治療後の状況に

関する情報が不足していたため､治療前にイメージしていたこととのギャップを生じ不安とな

っていた｡今後､患者の持っている治療前後のイメージ､予想されるギャップの有無の把握し､

不足している情報に関してはスタッフ間で共有､医師とカンファレンスを行い患者に対し情報

の提供を図る｡またクリティカルパス-反映させることで情報提供の強化をはかっていく｡

1.はじめに

平成 15年 11月より新治療である自家骨髄細胞移植がバージャー病の患者に開始された｡そのかか

わりの中で治療前夜の不眠､治療後の経過に対し､思ったより痛みが取れなかったなど不安が聞か

れることがあった｡この不安の原因として､新治療であり様々な思いを抱いているのではないかと考え､

その原因を明らかにするために､治療後の聞き取り調査を行ない､分析したことを報告する｡

2.研究方法

対象者 :平成 15年 11月バージャー病により自家骨髄細胞移植を手指に行った患者2名｡

調査方法:退院が決定した時点で､調査員が患者に､調査研究に関する同意を得た上､個室で､

1対1で面接し時間は30分程度で質問を行い､回答を記載していった｡質問内容は以下に示

す｡

●下記の項目で手術前にイメージしていたことと､手術を受けてみて実際どうだったか
1. 痛み

2. 日常生活-の制限

3. 傷
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4. 治癒過程

5. 回復の程度

6. 治療方法

7. クリティカルパスからイメージできたか､

●下記の項目で手術前不安に思ったこと､手術後不安に思ったことがあったか
1. 手術方法

2. 初めて行う治療に対して

3. 術後の情報のなさ

4. 痛み

5. 麻酔

6. 今までの手術との違い

7. 手術前どういったことを知りたかったですか

倫理的配慮 :被験者は自家骨髄細胞移植を受ける成人で同意の得られた患者｡同意文書は別紙

参照｡研究者が研究目的､調査を受けることも拒否することも可能である旨を説明し､承諾を

得られたら署名をしてもらい､同意文書はコピーして患者-渡した｡被験者と研究者が個室ま

たは患者の希望する場所にて面接方式で実施､聞き取り調査を行った｡｡得られた情報は研究

者のみで保存､分析を行い研究者以外は閲覧することがないよう配慮した｡発表の際は年齢､

性別､氏名､IDは明らかにせずプライバシーの保護を図った｡方言やイントネーション､よ

り細かい治療内容など患者が特定されるような発言の部分は一部修正を行った｡得られた情報

は研究終了後､一定期間保管し､破棄｡

分析方法 :得られた回答はそれぞれの質問別に入力する｡得られた情報についてなぜそういっ

た捉え方をしたのかを考察し､解決できる問題なのかを分析し､クリティカルパス-反映可能

か検討を行った｡
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3.結果

質問はQ､得られた回答はAで示す｡

手術前のイメージはどういったこ 実際はどうでしたかoイメージ

とを予測していましたか と比べてどうでしたか

痛みについて Q :痛みについて手術前には手術 Q:実際手術後痛みはどのくら

医師からの説明 : 後痛みはどのくらいになると予想 いありましたか

痛みに対しての治療o潰癌 していましたか A:とんでも八分､歩いて十分､

やびらんの痛みは変わら A:手術後2週間後には完全に痛み 変な意味でだまされたoやらな

ないが､虚血による痛みは は取れているものだと考えてい いよりはやってよかつたo前向

改善する090%の成功率と たo きではいる

いわれているo効果は1週 A:ものすごく期待していた A:痛みはあるけど薬の使用に

間くらいから出てきて数 傷も注射も全然無い て効果あり､ギャップは無かつ

ヶ月で効果が判定できる たoA:痛み止めを使うと全身のだるさがあり

日常生活-の影響 Q :日常生活は手術前､どのくら Q ;実際手術後はどうでした

食事 .排浬 .移動 .清潔 . い障害されると予想していました かo手術後日常生活で何がお困

更衣医師からの説明 : かo例えば手術して1日目にはど りになりましたかo

のくらい動け､2日目､3日目､1 A:翌日から両手は使えたoト

週間でどこまで動けると思ってい イレにてパンツは下げること

手術後による変化はないo ましたか は出来たがあげることが出来

全身麻酔や幹線などまれ A:2-3日は両手が使えないと思 なかったoパンツをつかむこと

な合併症が起こらない限 つていた が出来なかった0両手が使えず

り変化はないo A:パスどおり 洗面すら出来なかったo入浴は困っている最中､体が洗えないA:特になし､手がむくむのが予想外

傷 Q :手術前､傷はどのくらいのも Q:実際手術後傷はどうでした

医師からの説明 : のと思っていましたか か

傷は特にないo注射した腫 A :針の跡だけが残るが3日くら A:話は聞いていたとおり
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治療方法医師からの説明 :腰から骨髄細胞をとるとき痛みがあるo鎮痛剤で痛みはコントロール可能○注射を上肢の部位に50から60数箇所行うo骨のすぐ横に注射する Q :手術前､治療方法はどんなふ Q:実際の治療はどうでしたか

うと思っていましたか A:自分の自然治癒力の無さを

A:医師からの説明どおり 感じた

治癒過程(治っていきかた､ Q :手術前､_どんな風に直ってい Q:実際手術後どうでしたか

くと思いましたかo手術前､どの 手術後経過は早かつたですか

くらいの日数でどの程度まで回復 A:顕微鏡でのぞきながらのわ

すると思いましたか? ずかな治り方､手のひらは確か

A :普通の傷のように切った-か に温かみを感じる

ひ-形成-自然治癒 健康時のイ A:治り方が自分では目に見え

メ-ジ て分からないo器械の検査では

A:2週間後にはかなり回復-引 改善していると言われれば｢そ

き戸､ドアノブが普通に行えるよ のような気がする｣と自分に言

うになるo意識しないで日常生活 い聞かしている

が普通に行える A:予想より効果が遅いo徐々

A :10日くらいから再生し始めると説明があった01ケ月くらいで普通の手になると思った に良くなっていると自覚

パスの有効性 Q:お渡ししたパスは読みました Q:このパスに追加したほうが

かoこのパスは手術前のイメージ よいと思う点はありませんで

どおりですか しようか

不安について

初めて行う治療に対して Q :当院ではまだ数少ない治療ということでしたが､それに対す

る不安はありましたかo

A:極端な不安は無かつたoとにかく指をどうにかしてほしいと

言う気持ちが強かつたので不安というものは無かつた

A :なしo手術後痛いのかかゆいのか分からないのが不安o同じ
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Q:どういったことが不安でしたか

A:(回答なし)

手術方法 Q:手術方法について不安はありましたかo

A:手術､全身麻酔をかけられること自体が不安､意識の無いと

ころで何かか行われていること自体-の不安

A:(回答なし)

Q:どういったことが不安でしたかo

(骨髄をとること､それを何箇所も注射すること､全身麻酔で行

うこと､その他)

A:一度に600mlの骨髄が採取できるものなのか

A:600m 1抜いた分はいつ再生してくるのか

Q:今まで行った治療と違う不安はありましたか

A:今回はなし

A:期待感が強い

手術後の不安 (術前) Q:手術後の情報が少なく感じましたか?

A:そこまでは考えていない

A:あった○いつになったら痛みが引くのか分からない

Q:不安はありませんでしたか

A:(回答なし)

Q:どういったことが不安でしたか

A:(回答なし)

手術後の不安 (術後) Q:手術してから不安に思ったことはありますか

A:いつまでこの痛みが続くのだろうoボルタレン座薬を使わな

いで生活できる日は来るのだろうか

Q:回復に対し不安に思ったことはありますか

A:もう一度同じ治療は出来ないものか

A:今の回復が遅すぎに感じる

A :600m lの骨髄が再生したらもう一度同じ治療が可能なら

ばやつてほしい

Q:痛みに対し不安に思ったことはありますか
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知りたい情報について Q:手術前知りたいと思った情報はなんでしたか｡

A :3カ月後､半年後､1年後と言う風に長丁場にこのようなふ

うになると言ういわれた方が良かった｡2週間と言われてしまう

と期待が大きすぎる

A:完治していないものを完治して退院されたと言う情報をマス

コミに流した､それが多少引っかかる｡せめて現在も治療中とい

う風に情報を流してほしかった｡この難病はすぐに治るものでは

ない

A :痛みの程度

A :手術後の経過 (検査､回復など)

A:手術前の検査 (何をするのか不透明､自己血をいつとるのか

も分からなかった)

A :スケジュールが決まっていると安心

A :手術後の治る目安を教えてほしい｡半年から1年かかるのは

それで良いが手術前にしっかり言ってほしい｡写真を見て1カ月

後でなると思った｡

A:痛みの程度を○/10と聞くのはやめてほしい｡何かのたと

え (注射する痛みを1とする)｡つねるのと指どのくらい違う｡

利き手の場合はし､歯磨き､靴のかかと､トイレなどつかえず

痛みに関しては医師にしっかり見てもらう

4.考察

小島操子は手術患者の心理と支援のなかで1)､手術を受ける患者は一方では手術に対する

期待､希望があるが､このようなストレス状況の中でさまざまな不安･恐怖を抱いていると述

べている｡不安恐怖の内容として､痔痛と不快･ボディイメージの変化･麻酔などによる自制心の喪

失･未知のもの･家庭職場からの分離､人生設計の挫折､死､過去の手術経験といったものをあげて

いる｡今回の事例では｢手術後痛いのか揮いのか不安｣｢骨髄がいつ再生するのか不安｣｢全身麻酔を

かけられること自体が不安｣といった痔痛やボディイメージ､麻酔に対する不安が聞かれた｡一方で｢も

のすごく期待していた｣｢とにかく指をどうにかしてほしいという気持ちが強く不安はなかった｣と新治療

に対しての不安は聞かれなかった｡聞かれなかった原因として､3つ考えられた

1.ボディイメージの変化の少なさ:｢針の跡だけが残るが3日くらいで消える｣､｢傷なんてできない｣と

いう意見から筋肉注射のみであり､切開することがないのでボディイメージの変化の少なさがあげ

られる｡

2.治療前管理できなかった痛みの軽減に対する期待感:ある患者はMSコンチン60mgを3回､8時

間ごとに内服し､アンペック座薬を頓用として3個使用していたほどの痛みであり､この指をどうに

かして欲しいと訴えた｡手術によって生じる痛み以上のものと付き合ってきており､今回の治療に
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対して期待感が大きいと考えられた｡

3.血管新生に対する期待:｢手のひらに温かみを感じる｣､｢徐々に良くなってきている｣という術後の

訴えがあった｡これは切断やバイパスといった従来の治療は現状維持的なものであったのに

対し､今回の血管新生治療は血管が生えてくることにより､よりよい状態になる過程をた

どる治療であり､術後実感し､血管新生に対する期待を生じていると考えられた

しかし血管新生治療において､毛細血管は10日前後で新生し､効果は1週間くらいで出現､数ヶ月

で判定できるというゆっくりしたものであるため､｢治り方が目に見えてわからない｣､｢顕微鏡でののぞ

きながらのわずかな直り方｣､｢予想より効果が遅い｣といった治療前と治療後のギャップとして聞かれ

た｡また､虚血による痛みは改善しますが､指先にある潰癌の痛みは変わらないものであり､日常生

宿-の制限が術後も続き､｢翌日から両手は使えたがパンツをつかんだり､洗面すらできない｣など日

常生活に対する訴えもありました｡これらに関しては術前の情報不足が関与しているのではないかと

考えられた｡

5.おわりに

治療前からの強い痛みに長期間苦しまされ､指先の切断という治療も経験していたため､ボデ

ィイメージの障害が少なさ､管理できなかった痛みの軽減に対する期待感､血管新生に対する

期待感から治療自体に対する不安は聞かれなかった｡しかし､一般的な手術に対する不安に加

え治療後の状況に関する情報が不足していたため､治療前後のギャップを生じ不安となってい

た｡今後解消するために､患者の持っている治療前後のイメージ､予想されるギャップの有無

の把握､不足している情報に関し､医師とカンファレンスをし､情報の提供を図り､不足して

いる情報をスタッフ間で共有し､クリティカルパス-反映させることで情報提供の強化をはか

っていく
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